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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気ブレーキ用ブレーキディスク（９）であって、
　摩擦材からなる円板型の支持部（１０）であって、ブレーキをかけるシャフト（２１）
を受け入れ前記支持部と同心に位置する貫通孔（１３）が設けられた中央ハブ部（１２）
と、中央ハブ部（１２）を同心状に囲んで配置され、少なくとも一つの摩擦面を有するフ
ランジ部（１４）とを有する支持部（１０）と、
　前記支持部に押し込んで固定され、前記支持部（１０）に同心配置されて確実に保持さ
れる磁性金属リング（１１，１１’）と、
を有し、
　前記磁性金属リングに磁力が作用することにより電機子として機能する磁気ブレーキ用
ブレーキディスク。
【請求項２】
　請求項１に記載のブレーキディスクであって、前記金属リング（１１，１１’）は、前
記支持部（１０）に物質的に一体的に保持されることを特徴とするブレーキディスク。
【請求項３】
　請求項２に記載のブレーキディスクであって、前記金属リング（１１，１１’）は、前
記支持部（１０）に接着促進剤を使用して保持されていることを特徴とするブレーキディ
スク。
【請求項４】
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　請求項１～３のいずれか１項に記載のブレーキディスクであって、前記金属リング（１
１）は外リングを有し、前記外リングの内周には放射状に内側に向かう単数または複数の
かみ合い延伸部（１９）が設けられることを特徴とするブレーキディスク。
【請求項５】
　請求項４に記載のブレーキディスクであって、前記単数または複数のかみ合い延伸部（
１９）は、力の流れを最適にするように、広がった先端部を有することを特徴とするブレ
ーキディスク。
【請求項６】
　請求項５に記載のブレーキディスクであって、前記かみ合い延伸部（１９）の前記広が
った先端部（２０）は、水滴型、円、楕円、または多角形であることを特徴とするブレー
キディスク。
【請求項７】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のブレーキディスクであって、前記金属リング（１
１’）は、少なくとも１つの内リング（２９）と外リング（２８）とを含み、これらのリ
ングは単数または複数のウェブ部（３０）によって相互に接続されることを特徴とするブ
レーキディスク。
【請求項８】
　請求項４～６のいずれか１項に記載のブレーキディスクであって、前記かみ合い延伸部
（１９）は円周に等間隔に配置されることを特徴とするブレーキディスク。
【請求項９】
　請求項７に記載のブレーキディスクであって、前記ウェブ部（３０）は円周に等間隔に
配置されることを特徴とするブレーキディスク。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のブレーキディスクであって、前記磁性金属リング
（１１，１１’）は、磁性鋼板から成ることを特徴とするブレーキディスク。
【請求項１１】
　請求項１～１０に記載のブレーキディスクであって、前記中央ハブ部（１２）の軸方向
の厚さは、前記フランジ部（１４）の厚さと同一またはそれよりも厚いことを特徴とする
ブレーキディスク。
【請求項１２】
　請求項１または１１に記載のブレーキディスクであって、前記中央ハブ部（１２）の前
記貫通孔（１３）の内周面は、前記ブレーキディスクをブレーキをかける前記シャフト（
２１）に、前記シャフト（２１）に対して回転に関して固定するための係合手段を備える
ことを特徴とするブレーキディスク。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のブレーキディスクであって、前記係合手段は、前記ブレーキをかけ
るシャフト（２１）のシャフトの歯部を受ける歯部（１６）により形成されることを特徴
とするブレーキディスク。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１項に記載のブレーキディスクであって、前記フランジ部（
１４）に２つまたはそれ以上の摩擦面（１５）が備えられ、前記摩擦面（１５）は、前記
金属リング（１１，１１’）面から分割されたように軸方向に突出することを特徴とする
ブレーキディスク。
【請求項１５】
　請求項４～６および請求項８のいずれか１項を引用する請求項１４に記載のブレーキデ
ィスクであって、前記分割されたような摩擦面（１５）の数は、前記金属リング（１１，
１１’）の前記かみ合い延伸部（１９）の数に対応することを特徴とするブレーキディス
ク。
【請求項１６】
　請求項７または請求項９を引用する請求項１４に記載のブレーキディスクであって、前
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記分割されたような摩擦面（１５）の数は、前記金属リング（１１，１１’）の前記ウェ
ブ部（３０）の数に対応することを特徴とするブレーキディスク。
【請求項１７】
　請求項１～１６のいずれか１項に記載のブレーキディスクであって、前記支持部（１０
）は、繊維充填強化摩擦材によって製作されることを特徴とするブレーキディスク。
【請求項１８】
　請求項１～１７のいずれか１項に記載のブレーキディスクであって、前記金属リング（
１１，１１’）は、外周に２つまたはそれ以上のかみ合い延伸部を有し、前記外周のかみ
合い延伸部は前記ブレーキディスクの回転軸に対して対称的に配置されることを特徴とす
るブレーキディスク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はブレーキディスクに関し、特に、磁気ブレーキに適し、例えば緊急停止ブレー
キまたは動的なブレーキとして車両に使用されるブレーキディスクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の車両ディスクブレーキのブレーキディスクは、通常金属から成り、ブレーキをか
ける各車輪とともに回転するように適切に接続されている。このタイプのブレーキディス
クは、ブレーキ時、必要なブレーキ動作によって強度の差はあるが、車両に対して静止す
るよう設置された２つの摩擦ライニングの間に挟まれる。
【０００３】
　ＤＥ　６０　２００５　０００　０５６　Ｔ２は、支持板（carrier plate）にハブ部
を有する鉄道車両用のブレーキディスクを開示する。支持板にはリングの形状をした２つ
のブレーキ摩擦板が設けられており、それらの摩擦板が実際の接触摩擦面を形成する。ブ
レーキ摩擦板は、例えばボルトのような適切な接続部品によって支持板に接続される。
【０００４】
　ＤＥ　１０３　５８　３２０　Ａ１は、概略的には支持部または支持板を有し、それら
に少なくとも１つの摩擦ライニングが設けられた摩擦体をすでに開示している。この発明
において、支持部と支持部に設けられた少なくとも１つの摩擦ライニングの両方は、強化
繊維、熱硬化性結合材、および従来の充填材を基本とする硬化摩擦材から成り、摩擦体は
一体型に形成される。このタイプの摩擦体は、ブレーキやクラッチまたはその他の摩擦ラ
イニングとして使用可能である。
【０００５】
　ＤＥ　１９７　５２　５４３　Ａ１は、双安定型の磁気ブレーキを開示する。車輪とと
もに回転するように磁気ブレーキ筐体内に設置された電機子ディスクは、電機子ディスク
に固定的に取り付けられた環状円板型のブレーキライニングを備える。ブレーキディスク
またはクラッチディスクは制止されるまたはロックされる駆動シャフトに、駆動シャフト
に対し回転に関して固定されるように（シャフトと一体に回転するように）プレス加工さ
れている。駆動機構のブレーキ時またはロック時、磁気ブレーキの電機子はクラッチディ
スクに押圧される。これにより電機子ディスクとともに回転するように固定された環状ブ
レーキライニングとクラッチディスク間の摩擦接続によって、駆動機構にブレーキがかけ
られるかまたはロックされる。
【０００６】
　ＤＥ　１０　２００５　００６　６９９　Ａ１は、永久磁石を備えた電磁ブレーキを開
示する。この電磁ブレーキは、例えば車両車輪用の電気駆動機構などの駆動機構用に緊急
停止ブレーキまたは動的なブレーキとして使用できる。この既知である磁気ブレーキは、
永久磁石を備えるブレーキ体を有し、永久磁石は担持板によって駆動機構の固定子または
筐体に、固定子または筐体に対して回転に関して固定されるように保持される。磁気ブレ
ーキの電機子は、フランジに設けられたスリーブを介して、ブレーキをかける駆動シャフ
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トに、この駆動シャフトに対し回転に関して固定されるように設けられ、また、ブレーキ
位置と解除位置との間で軸方向には移動可能である。
【０００７】
　駆動機構の制動は、電機子と、これに対応するブレーキ体の端面との間の摩擦接続によ
って行なわれる。特に、既知である磁気ブレーキが緊急停止ブレーキまたは動的なブレー
キとして使用される場合は、ブレーキ体と電機子との間の摩擦接続を高めるため、ブレー
キ体にその端面の領域にブレーキライニングを設けると好適である。この場合、フランジ
を有するスリーブを備える電機子がブレーキディスクを形成し、ブレーキをかけるシャフ
トに、このシャフトに対して回転に関して固定されて設けられ、ブレーキ体の単数または
複数のブレーキライニングに押圧される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】独国特許出願公開第６０　２００５　０００　０５６号明細書
【特許文献２】独国特許出願公開第１０３　５８　３２０号明細書
【特許文献３】独国特許出願公開第１９７　５２　５４３号明細書
【特許文献４】独国特許出願公開第１０　２００５　００６　６９９号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明が基礎とする課題は、特に緊急停止ブレーキおよび／または動的なブレーキとし
て使用される電磁ブレーキ用のブレーキディスクを提供することであり、低重量において
、発生させた磁界の効果によって摩擦部品間の作用力を確実に強くする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本課題は、請求項１に記載のブレーキディスクによって達成される。本発明の有益な変
更および改良は、従属項に記載する。
【００１１】
　つまり本発明によるブレーキディスクは、摩擦材から成る支持部を有し、支持部には金
属リングが同心配置される。このように本発明は、磁気ブレーキの原則や慣例から離れる
。従来の磁気ブレーキでは、金属電機子すなわち金属ブレーキディスクを使用し、必要に
応じて、摩擦抵抗を増す目的で、電機子と対応する摩擦対面との間に摩擦材が挿入される
。それに対し本発明のブレーキディスクでは、金属リングを有する摩擦材からなる支持部
を使用するので、支持部は機能的には電機子となり、ブレーキディスクの重量と、電機子
と磁気ブレーキ体との間の磁気引力との比率を最適にできる。
【００１２】
　さらに、本発明によるブレーキディスクは、摩擦材から成る支持部を使用することによ
って振動に対してかなり高い減衰特性があり、結果的に不必要なノイズを防ぐことができ
る。
【００１３】
　本発明の好適な改良によれば、支持部に確実に（滑ることなく）保持される金属リング
を用い、金属リングは支持部へと押し込まれる。摩擦材から成る支持部に金属リングを確
実に押し込むだけで、それら２つの要素は相互によく接続され、瞬発的な最大の力を含み
、必要なブレーキ力が伝達されながらも、本発明によるブレーキディスクは長い耐用寿命
を達成する。
【００１４】
　金属リングは、物質的に一体的に支持部に保持してもよい。
【００１５】
　確実な（滑らない）接続の場合も物質的に一体的な接続の場合も、金属リングの支持部
への結合を接着促進剤の使用によってさらに強化することが可能である。
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【００１６】
　金属リングを支持部に保持する手段を用途とブレーキディスクの大きさを考慮し適切に
選択すれば、負荷の変化に対する高い耐性を持つ本発明によるブレーキの耐用寿命を延ば
すことができ、ブレーキは、少なくとも１，０００万回の切り替え周期以上、ブレーキデ
ィスクの不具合なく動作できる。
【００１７】
　特に、ディスク面で生じるせん断力を吸収する目的で、金属リングと、摩擦材から成る
支持部との間の確実な接続をさらに改善するため、本発明では金属リングの内周に単数ま
たは複数の半径方向内側に延びるかみ合い延伸部を備える。単数または複数のかみ合い延
伸部は、力の流れを最適にするため上面図で示すように先端が広がっていると好適である
。
【００１８】
　様々な形状によって力の伝達を向上させることは可能であるが、かみ合い延伸部の広が
った先端は、上面図で示すように、水滴形、円、楕円、または多角形であることが好まし
い。
【００１９】
　本発明の他の実施形態では、少なくとも１つの内リングと外リングを含む金属リングを
備え、これらのリングは単数または複数のウェブ部によって相互に接続される。
【００２０】
　好適には、磁気ブレーキの電機子の機能を果たす、本発明によるブレーキディスクの金
属リングは、磁気ブレーキの磁極の位置に基づき構成する。負荷の変化時およびブレーキ
時の力の導入と伝達をさらに最適化するために、本発明の特に有益な実施形態では、かみ
合い延伸部およびウェブ部を円周に等間隔に配置する。
【００２１】
　金属リングには、基本的にはいかなる強磁性金属の使用も考えられるが、磁性鋼板から
成る金属リングが磁気ブレーキのブレーキディスクに必要とされる要件を最もよく満たす
ことが明らかである。
【００２２】
　磁気ブレーキの静止したブレーキ体とブレーキをかけるシャフトとの間でのブレーキ力
の伝達を最適化するために、摩擦材から成る円板型の支持部を設け、この支持部に、ブレ
ーキをかけるシャフトを受ける同心の貫通開口部がある中央ハブ部と、ハブ部を同心状に
囲むフランジと、少なくとも１つの摩擦面とを備えることが好適である。ハブ部の軸方向
の厚さは、フランジ部の厚さと同一であるか、またはそれより厚くすると好ましい。
【００２３】
　ブレーキの急な作動に対してブレーキディスクの軸方向における容易な移動を妨げるこ
となく、ブレーキディスクとブレーキシャフトとの間のねじれ強度を最適化し、ブレーキ
をかけるシャフトに回転に関して固定するため、ハブ部の貫通開口部内周面に係合手段を
備えると好ましい。
【００２４】
　基本的にはハブ部の貫通開口部は、ブレーキをかけるシャフトの外周に合う形であって
、シャフトに回転に関して固定して設置するのに適していれば、非円型のいかなる望まし
い形（三角、四角、軸方向の溝を有する平坦化された形状等）であることも考えられる。
しかしながら、ブレーキをかけるシャフトのシャフト歯を受ける歯部により形成される係
合手段を設けると有利である。つまり、ハブ部の貫通開口部の内周面にブレーキをかける
シャフトのシャフトの歯を受ける歯部を設けると好ましい。
【００２５】
　基本的には、本発明によるブレーキディスクに平らな、つまり途切れていない摩擦面を
設けることも可能である。しかし、本発明の有利な実施形態では、フランジ部に金属リン
グ面から軸方向に突出する２つまたはそれ以上の摩擦面を分割されたように設ける。摩擦
面が分割される数は、金属リングのかみ合い延伸部またはウェブ部の数に対応する。摩擦
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面を金属リングの延伸部またはウェブ部の数に好適に対応する複数の摩擦面要素に分割す
ることによってノイズをさらに低減できる。
【００２６】
　特に乗用車用の車両における緊急停止ブレーキおよび／または動的なブレーキとして使
用される磁気ブレーキのブレーキディスクに要求される、摩擦係数、磨耗、熱特性などに
ついての厳しい要件を満たすため、支持部は繊維充填強化摩擦材によって構成する必要が
ある。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】（ａ）は、本発明によるブレーキディスクの上面図である。（ｂ）は、図１ａの
線Ｉｂ－Ｉｂに実質的に沿った、本発明によるブレーキディスクの断面図である。
【図２】本発明によるブレーキディスクに使用される金属リングの上面図である。
【図３】本発明によるブレーキディスクを有し、駆動機構に設置された磁気ブレーキの大
幅に簡略化した概略断面図である。
【図４】（ａ）は、本発明によるブレーキディスクの他の実施形態を示す上面図である。
（ｂ）は、図４ａの線ＩＶｂ－ＩＶｂに実質的に沿った、本発明によるブレーキディスク
９の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　次に、図に示した実施形態を例として参照しながら本発明を説明する。
【００２９】
　複数の様々な図面中、相互に対応する部品には同じ参照符号が付されている。
【００３０】
　図１に示すように、本発明によるブレーキ９は、摩擦材から成る支持部１０と金属リン
グ１１とを有する。支持部１０は円板型に構成され、支持部１０の外周と同心に構成され
る貫通孔１３を有する中央ハブ部１２と、環状フランジ部１４とを有する。環状フランジ
部１４は、ハブ部１２を同心状に囲み、その領域には少なくとも１つの摩擦面１５を備え
る。
【００３１】
　図示した例としての実施形態では、ハブ部１２の貫通孔１３の軸方向における厚さは、
フランジ部１４の領域におけるブレーキディスク９の厚さの約２倍～３倍である。図示し
た実施形態では、ハブ部の厚さは約３～１０ｍｍの範囲であって、特に約６．５～７ｍｍ
である。一方フランジ部１４の厚さは、１．５～４ｍｍの範囲であって、特に約２．５ｍ
ｍである。しかしながら、ブレーキディスク９の摩擦能力を損なわずに、ハブ部とフラン
ジ部の厚さを同一とすることも可能である。特に、例として挙げた実施形態において示さ
れた厚さは、用途とサイズ、つまり、特にブレーキディスクの必要な直径にかなり左右さ
れることを念頭に置く必要がある。例えば、重負荷や鉄道運送などに使用される直径２０
０ｍｍまたは３００ｍｍのブレーキディスクの場合は、それに応じてさらに厚いブレーキ
ディスクが必要となる。
【００３２】
　ブレーキディスク９をブレーキをかけるシャフト、例えばブレーキをかける駆動シャフ
トに、シャフトに関して回転方向には固定されるが、軸方向には移動可能に取り付けるた
めに、貫通孔１３の内周面には、ブレーキをかけるシャフトの対応する歯部と係合する歯
部１６が備えられる。
【００３３】
　ブレーキディスク９をシャフト２１に、このシャフト２１とともに回転するように装着
する図示した歯部の代わりに、周知である非円形の他の形状を選択してもよい。例えば、
シャフトのシャフトスタッドを角型に、または平らたく構成にし、軸方向のバネを付け、
これの対となる溝を有する角型孔または平たい孔を有するブレーキディスクを、シャフト
スタッドに孔を嵌合させるようにして取り付ける。
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【００３４】
　支持部１０は、例えばＤＥ　３０　４６　６９６に特定されるような繊維充填強化摩擦
材によって構成される。
【００３５】
　金属リング１１は、個別の外リングとして設計され、ブレーキディスクの製作時に支持
部１０へと押し込まれ、図１の符号１７で示すように、支持部材は少なくとも部分的に金
属リングに重なり、これにより金属リング１１と支持部１０の間に確実な接続が形成され
る。フランジ部の厚さが２．５ｍｍだとすると、金属リング１１の厚さは、例えば約１．
２５ｍｍとなる。特に、金属リング１１の厚さは、金属リング１１の領域、つまりここで
はフランジ部の領域では、ブレーキディスクの厚さの２／３～１／４の範囲である。これ
らの寸法も、設計する大きさに左右される。
【００３６】
　図２に示すように、金属リング１１の内周１８には半径方向内側に向かう複数のかみ合
い延伸部１９があり、その半径方向内側の先端２０は、上面図からも分かるように水滴の
形状である。力の流れを最適化するために、例えば、円、三角、四角、ひし形、ハート型
、楕円など、先端が広がった他の適切な形状にしてもよい。基本的には、かみ合い延伸部
１９の配置および数は、必要に応じて選択できる。ブレーキディスクの直径が大きくなる
と、直径が小さい場合に比べてより多くのかみ合い延伸部が必要となる。図示されたブレ
ーキディスクの直径が約７０ｍｍであれば、かみ合い延伸部の適した数は２～１２の範囲
であり、特に２～７、好ましくは４である。ブレーキディスクの動的な挙動が回転する時
および軸方向に変位する時の両方において最適になるよう、かみ合い延伸部は円周に等間
隔に配置されるのが好適である。
【００３７】
　さらに図１から明白であるが、支持部１０は、金属リング１１のかみ合い延伸部１９に
より分割される摩擦面１５を有する。摩擦面１５は、扇形に構成され、金属リング１１の
面の上に配置され、符号１７で示す位置で金属リング１１と重なる。摩擦面１５の表面を
平らに、つまり摩擦面を分割しないことも基本的に可能であるが、摩擦面は個別の分割部
に分けた方がノイズの低減に有利なので、金属リングのかみ合い延伸部によって個別の摩
擦面分割部に分けると好ましい。
【００３８】
　図３に示したように、本発明によるブレーキディスク９は、ブレーキをかけるシャフト
２１に、回転に関して固定されるが、軸方向には移動できるように設置される。鋼板から
成る金属リング１１と摩擦面１５は、磁気ブレーキの、回転に関して固定的に設置される
ブレーキ本体２３の対応する摩擦対面２２に対向して配置される。ブレーキ体２３は、例
えば、内リング２４、外リング２５、およびそれらの間に配置される永久磁石２６を含む
。磁気ブレーキの摩擦対面２２の領域において、内リング２４と外リング２５の間に設置
される磁気コイル２７は、永久磁石２６によって生成される磁界を打ち消す働きをする。
つまり、磁気コイル２７を作動すると、図示されていない手段によってブレーキディスク
９を磁気ブレーキの摩擦対面２２から離すことができる。逆に、磁気コイル２７の電流を
止めるとすぐに、電機子として動作する金属リング１１に作用する磁力によって、ブレー
キディスク９はブレーキ位置に引き寄せられる。
【００３９】
　図４に示すブレーキディスク９は金属リング１１’を有する。金属リング１１’は、外
リング２８と内リング２９を有し、これらのリングはウェブ部３０によって相互に接続さ
れる。摩擦材から成る支持部１０は、金属リング１１’の内リング２９、外リング２８、
およびウェブ部３０により分割される開口部３１を通って突出し、摩擦面１５を形成する
。ここでも、重なり部１７が開口部３１の縁に形成され、これによって金属リングの支持
部１０への連結した保持を強固にする。
【００４０】
　金属リング１１、１１’を支持部１０に保持するには、連結した接続の代わりまたはそ
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適には鋼板から成る金属リング１１、１１’と支持部１０との間の接着を強めるには、接
着促進剤を導入してもよい。
【００４１】
　図４に示す金属リング１１’の内リング２９と外リング２８の間のウェブ部の数および
かみ合い延伸部の数は、１～ｎ個の間で必要に応じて選択できるが、特に、ブレーキディ
スクの直径とウェブ部領域での円周を考慮する。図に示した例としての実施形態において
ブレーキディスクの直径が約７０ｍｍであれば、ウェブ部の数は２～１２の範囲であり、
２～７が好ましい。
【００４２】
　最後に、金属リング１１、１１’は、内側のかみ合い延伸部の補助またはその代わりと
して、内周だけではなく、外周にかみ合い延伸部を設けてもよい。内側のかみ合い延伸部
に追加として実質的に半径方向外側に延びる外側かみ合い延伸部を設ける場合は、外側か
み合い延伸部の数と配置は、基本的には内側かみ合い延伸部の数と配置とは無関係に考え
ることができるが、支持部と金属リングの間の力の伝達を最適にするには、外側かみ合い
延伸部を内側かみ合い延伸部にそろえるとよい。その場合、各内側かみ合い延伸部に対し
て、１つ、２つ、またはそれ以上の外側かみ合い延伸部を割り当ててもよい。
【００４３】
　外側かみ合い延伸部のみを設ける場合は、個別に配置する場合も、グループとして組み
合わせる場合も、金属リングの外周に等間隔で配置する。つまり外側かみ合い延伸部は、
ブレーキディスクの面にブレーキディスクの回転軸に対して対称に配置する。
【００４４】
　本発明によるブレーキディスクの図示した実施形態では、内側かみ合い延伸部またはウ
ェブ部は円周に等間隔で個別に配置されるが、内側かみ合い延伸部を、例えば４つの個別
のかみ合い延伸部の代わりに、２つ、３つ、またはそれ以上のかみ合い延伸部またはウェ
ブ部を含む４つのグループとし、これらのグループを不均衡を避けるため、ブレーキディ
スクの回転軸に対して対称となるように配置する。
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